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町
民
の
求
め
て
い
る
も
の

は
、
町
議
会
議
員
に
い
い
仕
事

を
し
て
も
ら
い
た
い
、
し
っ
か

り
仕
事
を
し
て
ほ
し
い
、
町
民

の
た
め
に
働
い
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

財
政
問
題
と
い
う
こ
と
で
あ

れ
ば
、
本
来
の
議
論
と
は
違
う

議
員
の
削
減
問
題
が
議
論
さ
れ

て
お
り
、
危
険
だ
と
感
じ
る
。

公
約
を
掲
げ
選
挙
を
た
た
か

う
行
政
チ
ェ
ッ
ク
の
重
大
な
役

割
を
肝
に
銘
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

垣
内
　
京
子
　
議
員

「
い
ま
こ
そ
議
会
活
性
化
を
」

と
望
ま
れ
て
い
る
現
在
「
議
員
の

住
民
か
ら
の
信
頼
を
得
る
自
己
努

力
」
が
最
大
に
求
め
ら
れ
る
も
の

の
、
今
回
の
定
数
削
減
が
「
住
民

と
の
距
離
が
な
い
議
会
」「
住
民

に
重
要
視
さ
れ
る
議
会
」
な
ど
へ

の
議
会
活
性
化
へ
の
妨
げ
に
は
全

く
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

ま
た
、
よ
く
削
減
の
デ
メ
リ

ッ
ト
と
し
て「
議
会
の
形
骸
化
」

や
「
民
意
が
反
映
さ
れ
な
い
」

な
ど
の
懸
念
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、

今
回
の
削
減
は
16
か
ら
14
へ
の

２
削
減
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

心
配
は
必
要
な
い
と
考
え
る
。

民
主
主
義
を
揺
る
が
す
こ
と
に

つ
な
が
る
。白

水
　
英
至
　
議
員

わ
れ
わ
れ
議
員
は
、
特
定
地
域

や
組
織
の
代
表
で
は
な
く
、
議
会

機
関
の
意
思
形
成
者
と
し
て
町
全

体
の
代
表
者
と
し
て
の
行
動
が
求

め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

民
意
の
高
ま
り
に
よ
る
情
報

公
開
や
行
政
施
策
に
意
見
提
言

す
る
場
面
が
設
け
ら
れ
、
歯
止

め
も
か
け
ら
れ
る
状
況
に
な
っ

て
い
る
。

ま
た
、
情
報
化
社
会
の
進
展

に
よ
り
、
か
つ
て
は
行
政
が
独

占
し
て
き
た
地
方
自
治
運
営
に

関
す
る
情
報
も
、
ほ
ぼ
同
時
期

に
町
民
が
入
手
で
き
る
環
境
が

そ
ろ
っ
て
き
て
い
る
。
地
方
議

員
の
あ
り
方
も
当
然
変
わ
る
べ

き
だ
と
思
う
。

山
野
　
芳
則
　
議
員

住
民
の
声
と
し
て
、
定
数
削

減
が
あ
る
。
も
っ
と
厳
し
い
言

葉
も
受
け
、
そ
の
厳
し
い
言
葉

の
裏
に
は
議
員
に
対
す
る
頑
張

り
を
求
め
る
、
そ
う
い
っ
た
も

の
が
如
実
に
現
れ
て
い
る
。

提
出
者
　
中
市
　
和
博
　
議
員

白
水
　
英
至
　
議
員

垣
内
　
京
子
　
議
員

今
日
の
厳
し
い
社
会
経
済
情

勢
の
中
、
地
方
行
財
政
改
革
が

強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
議
会
の
使
命
や
機
能
を
考

慮
し
つ
つ
も
議
会
の
主
体
的
な

判
断
に
よ
り
、
議
会
議
員
の
削

減
を
図
り
、
議
会
と
し
て
そ
の

姿
勢
を
示
す
た
め
、
宇
美
町
議

会
の
議
員
の
定
数
を
２
名
削
減

「
16
人
」
を
「
14
人
」
に
改
正

す
る
条
例
案
を
提
出
す
る
。

鳴
海
　
圭
矢
　
議
員

こ
れ
か
ら
議
員
の
役
割
と
い

う
の
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る

と
思
う
。
議
員
が
や
る
べ
き
仕

事
は
た
く
さ
ん
あ
る
。

町
民
の
目
線
か
ら
町
政
を
チ

ェ
ッ
ク
し
、
住
民
の
要
望
や
声

を
議
員
自
身
が
丹
念
に
拾
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

定
数
を
削
減
す
る
こ
と
は
町

民
に
と
っ
て
不
利
益
に
つ
な
が

る
。
定
数
の
削
減
は
民
意
を
削

減
す
る
こ
と
で
あ
り
、
議
会
制

村山　敏男　議長
「合併新法」の期限をもって、「平成の市町村合併」

に終止符を打つべき傾向にあり、地方行財政改革が強

く求められ、地方議会も議員定数の見直しが問われて

います。我が町でも議員削減問題については慎重に審

議を重ねながら議会自ら２名削減、14名の定数に改正

しました。

議会として町政のチェック、個々の議員の資質を高

め創造性豊かな発想、政策の活発な論争をし、議会を

活性化することにより14名の議員数で十分対応できま

す。今後議会改革に向け鋭意努力していく所存です。

定 例 会
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古
賀
ひ
ろ
子
　
議
員

重
要
視
さ
れ
る
議
員
に
な
る

に
は
、
個
々
の
資
質
向
上
の
た

め
、
万
事
世
の
中
の
動
き
が
早

ま
る
中
で
、
先
例
や
慣
行
に
と

ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
新
た
な

試
み
を
次
々
に
打
ち
出
せ
る
チ

ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
堅
持
す
べ
き

で
あ
る
。

立
候
補
し
た
ら
全
員
が
通
る

よ
う
な
選
挙
で
は
な
く
、
切
磋

琢
磨
し
、
す
ば
ら
し
い
議
員
が

選
出
さ
れ
る
な
ら
ば
２
減
は
妥

当
で
は
な
い
か
と
思
う
。

藤
野
　
莞
嗣
　
議
員

議
員
と
い
う
の
は
、
町
の
将

来
を
当
然
考
え
て
討
論
し
て
い

く
べ
き
。

現
在
の
人
口
は
横
ば
い
で
、

子
供
は
若
干
増
え
て
い
る
が
将

来
的
に
は
高
齢
化
社
会
は
必
ず

や
っ
て
く
る
。

限
ら
れ
た
財
源
を
い
か
に
有

効
に
、
そ
し
て
効
率
的
に
財
政

運
営
を
し
て
い
く
こ
と
が
最
も

大
事
で
は
な
い
か
。

２
減
で
も
議
会
は
議
会
と
し

て
の
権
威
を
損
な
う
こ
と
な
く

十
分
に
機
能
す
る
と
思
う
。

６ 月
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良
い
提
案
だ
と
思
う
。

費
用
面
で
は
、
苗
代
が
千
平

方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
10
万
円
程

度
、
肥
料
な
ど
の
経
費
が
年
間

８
万
円
位
か
か
る
よ
う
で
あ

る
。教

育
上
・
環
境
上
、
大
き
な

効
果
が
あ
る
が
、
校
庭
な
ど
は

多
目
的
使
用
の
た
め
、
芝
生
が

適
さ
な
い
ス
ポ
ー
ツ
も
あ
る
。

鳥
取
市
に
よ
る
と
、
犬
猫
の

糞
尿
、
蚊
や
虫
な
ど
の
問
題
が

起
き
て
い
る
が
、
メ
リ
ッ
ト
も

多
く
あ
り
、
今
後
検
討
し
て
い

き
た
い
。

維
持
管
理
も
簡
単
だ
と
い
う
。

芝
生
化
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

①
子
ど
も
の
遊
び
場
に
な
る
。

②
ク
ッ
シ
ョ
ン
と
な
り
転
ん
で

も
け
が
を
し
な
い
。

③
広
場
の
砂
埃
を
静
め
る
。

④
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
を

緩
和
す
る
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。

裸
足
で
遊
べ
る
校
庭
や
公

園
・
広
場
、
保
育
園
の
園
庭
な

ど
行
政
・
地
域
・
保
護
者
の
協

働
作
業
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
を
目
指
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
長

公
園
や
校
庭
・
保
育

園
な
ど
の
芝
生
化
、
な
か
な
か

古
賀

校
庭
や
公
園
・
広
場
の

芝
生
化
が
全
国
的
に
広
が
る

中
、
鳥
取
市
が
行
っ
て
い
る
ポ

ッ
ト
苗
移
植
に
よ
る
鳥
取
方
式

が
注
目
を
集
め
て
い
る
。

苗
代
の
材
料
費
が
安
く
、
特

別
な
土
壌
改
良
も
必
要
な
い
た

め
、
低
コ
ス
ト
で
施
工
可
能
。

▲電子黒板を利用した授業

▲地域の団体など参加

古
賀
ひ
ろ
子
議
員

小
学
校
の
耐
震
工
事
を
も
っ
て

す
べ
て
完
了
す
る
。

太
陽
光
発
電
の
設
置
は
、
各

校
舎
の
構
造
を
調
査
し
た
あ
と

検
討
し
た
い
。

ク
ー
ラ
ー
設
置
は
、
他
の
教

室
と
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
望

ま
し
く
な
い
と
考
え
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
の
一
環
と

し
て

①
電
子
黒
板
は
８
校
で
26
台

②
デ
ジ
タ
ル
Ｔ
Ｖ
32
台

③
Ｄ
Ｖ
Ｄ
レ
コ
ー
ダ
ー
32
台

④
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
１
２
０
台

⑤
小
学
校
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備

工
事
な
ど
を
考
え
て
い
る
。

発
電
導
入
等
エ
コ
改
修

③
公
立
小
中
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
の
整
備
推
進

地
方
負
担
分
の
対
応
と
し
て

「
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対

策
臨
時
交
付
金
」（
３，

０
０

０
億
円
）
が
使
え
る
。
ほ
と
ん

ど
補
助
金
が
使
え
る
こ
の
時
に
、

是
非
導
入
す
べ
き
と
考
え
る
。

各
学
校
に
太
陽
光
発
電
を
導

入
し
、
最
上
階
教
室
に
ク
ー

ラ
ー
の
設
置
を
。

ハ
イ
テ
ク
時
代
に
あ
わ
せ

た
、電
子
黒
板
等
の
設
置
を
。

教
育
長

平
成
21
年
度
事
業
と

し
て
、
宇
美
小
学
校
・
宇
美
東

垣
内

２
０
０
９
年
度
補
正
予

算
が
成
立
し
、
ス
ク
ー
ル
・
ニ

ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
構
想
の
推
進

に
、
国
庫
補
助
分
（
４，

７
１

０
億
円
）

①
公
立
小
中
学
校
耐
震
化

②
公
立
小
中
学
校
へ
の
太
陽
光

垣
内
京
子
議
員

公
園
の
芝
生
化

協働作業で
コミュニティづくり

教育長：教育・環境に大きな効果

スクール・ニューディール

電
子
黒
板
や
教
室
に
ク
ー
ラ
ー
を

教
育
長：

教
育
環
境
を
改
善

AB
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は
で
き
て
い
る
の
か
。

受
診
可
能
な
医
療
機
関
の
選

定
状
況
を
伺
い
た
い
。

近
隣
の
市
町
と
の
連
携
と
無

料
ク
ー
ポ
ン
券
の
広
域
利
用
な

ど
の
調
整
は
進
め
ら
れ
て
い
る

の
か
。

町
長

６
月
15
日
に
説
明
を
受

け
た
ば
か
り
で
あ
る
。

町
内
・
粕
屋
地
区
・
県
内
の

医
療
機
関
な
ど
、
早
急
に
取
り

か
か
り
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
使

用
に
つ
い
て
検
討
す
る
予
定
。

こ
に
な
る
の
か
。

町
長

市
区
町
村
で
あ
る
。

西
依

基
準
日
は
い
つ
で
す
か
。

町
長

本
年
６
月
30
日
を
基

準
。

西
依

子
宮
頸
が
ん
検
診
対
象

者
の
年
齢
は
。

町
長

20
歳
・
25
歳
・
30
歳
・

35
歳
・
40
歳
。

西
依

乳
が
ん
検
診
対
象
者
の

年
齢
は
。

町
長

40
歳
・
45
歳
・
50
歳
・

55
歳
・
60
歳
。

西
依

検
診
手
帳
や
無
料
ク
ー

ポ
ン
券
の
配
布
対
象
者
名
簿
で

あ
る
、
が
ん
検
診
台
帳
の
作
成

西
依

女
性
特
有
の
が
ん
検
診

推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、
６
月

議
会
に
お
い
て
補
正
予
算
を
計

上
し
、
検
診
手
帳
や
無
料
ク
ー

ポ
ン
券
の
配
布
な
ど
が
開
始
で

き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
の
実
施
主
体
は
ど

▲検診手帳と無料クーポン券（見本）

町
長

ど
う
い
う
方
法
が
一
番

い
い
の
か
模
索
し
て
い
る
。
一

年
経
過
し
た
が
今
の
と
こ
ろ
結

論
は
で
て
い
な
い
。

日
本
は
被
爆
国
と
し
て
今
こ

そ
国
際
社
会
の
中
で
名
誉
あ
る

地
位
を
占
め
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と

思
う
。
宇
美
町
も
核
兵
器
廃
絶

に
向
け
て
世
界
各
国
の
都
市
で

構
成
さ
れ
た
平
和
市
長
会
議
へ

参
加
し
て
は
ど
う
か
。

町
長

世
界
平
和
市
町
会
議
の

基
本
理
念
、
活
動
趣
旨
は
十
分

理
解
で
き
る
。

今
後
こ
の
加
盟
に
向
け
積
極

的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

鳴
海

昨
年
９
月
議
会
で
非
核

宣
言
都
市
と
し
て
の
平
和
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
提
案
し
た

が
、
そ
の
後
は
ど
う
か
。

鳴
海

米
オ
バ
マ
大
統
領
が
チ

ェ
コ
で
お
こ
な
っ
た
核
兵
器
廃

絶
を
訴
え
る
演
説
は
世
界
各
国

に
前
向
き
に
受
け
止
め
ら
れ
て

い
る
。

今
、
核
兵
器
の
な
い
世
界
に

向
け
て
世
界
は
大
き
く
動
き
出

し
て
い
る
。

▲世界平和市長会議シンボルマーク

▲ピースばら

鳴
海
圭
矢
議
員

平
和
運
動

世界平和市長会議へ
参加検討を

町長：加盟に向け積極的に検討

西
依
和
彦
議
員

がん検診

女
性
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
は

町
長：
早
急
に
検
討
す
る
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の
責
任
に
よ
る
国
の
制
度
の
創

設
を
」
の
声
も
大
き
い
。
ど
の
よ

う
な
働
き
か
け
が
考
え
ら
れ
る
か
。

町
長

子
ど
も
医
療
費
助
成
制

度
は
子
育
て
支
援
に
有
効
な
施

策
で
あ
り
、
国
が
制
度
を
一
本

化
す
る
こ
と
が
最
善
策
で
あ
る

と
考
え
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
陳
情

活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
取

り
ま
と
め
団
体
も
な
い
な
か
、

医
師
会
等
へ
の
働
き
か
け
も
考

慮
し
た
有
効
な
取
り
組
み
を
検

討
し
て
い
る
。

環
境
課

◆
平
成
20
年
度
の

ご
み
収
集
量
の
実

績
に
つ
い
て
の
報

告
が
あ
っ
た
。

※
表
１
参
照

も
え
る
ご
み
の

減
量
、
新
聞
・
チ

ラ
シ
の
分
別
が
進

ん
だ
。

の
は
「
国
の
制
度
に
」
で
あ
る

が
、
宇
美
町
・
福
岡
県
は
、
全
国

で
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
る
か
。

町
長

福
岡
県
は
就
学
前
ま
で

が
対
象
で(

表
参
照)

、
こ
れ
に

市
町
村
独
自
の
施
策
が
加
わ

る
。
ほ
か
に
所
得
制
限(

47
都

道
府
県
中
33
団
体)

や
窓
口
で

の
自
己
負
担(

当
県
を
含
め
27

団
体
が
負
担
を
求
め
る)

の
取

り
扱
い
が
都
道
府
県
で
異
な

る
。
当
県
の
場
合
、
児
童
手
当

支
給
要
件
に
準
拠
し
、
所
得
制

限
を
設
け
て
い
る
。

山
野

制
度
の
確
立
・
発
展
に

は
「
自
治
体
任
せ
と
せ
ず
政
府

山
野

子
育
て
に
安
心
を
も
た

ら
す
子
ど
も
へ
の
医
療
費
助
成

制
度
は
、
全
国
で
実
施
さ
れ
て

い
る
が
、
自
治
体
に
と
っ
て
対

象
年
齢
が「
中
学
校
卒
業
ま
で
」

か
ら
「
三
歳
未
満
ま
で
」
と
大

き
な
格
差
も
あ
る
。
求
め
る
も

山
野
芳
則
議
員

子ども医療

国
の
責
任
で
助
成
対
象
年
齢

拡
大
を

町
長：
子
育
て
支
援
策
と
し
て
有
効

そ
の
他
の
質
問
　
●
不
況
の
と
き
こ
そ
小
規
模
工
事
登
録
制
度
活
用
を

委
員
長
　
　
松
　
下
　
弘
　
毅

副
委
員
長
　
　
石
　
川
　
義
　
一

委
　
　
員
　
　
藤
　
野
　
莞
　
嗣

委
　
　
員
　
　
垣
　
内
　
京
　
子

委
　
　
員
　
　
鳴
　
海
　
圭
　
矢

健
康
福
祉
課

◆
早
見
保
育
園
の
園
舎
増
築
工
事
を

行
う
た
め
、
現
場
を
視
察
し
た
。

保
育
室
一
室
ほ
か
を
増
設
す
る
も

の
で
平
成
21
年
11
月
完
成
予
定
。

住
民
課

◆
宇
美
町
は
こ
れ
ま
で
長
年
に
わ
た

り
、
他
の
市
町
村
に
比
べ
て
高
額
な

医
療
費
が
続
き
憂
慮
さ
れ
て
い
た
。

平
成
21
年
度
に
「
国
民
健
康
保
険

安
定
化
計
画
」
を
作
成
す
る
よ
う
に

県
よ
り
指
定
さ
れ
た
。

高
額
な
医
療
費

ご
み
収
集
量
実
績
報
告

町
立
保
育
園
視
察 厚

生
常
任
委
員
会

表１ 

ごみの種類 

もえるごみ 

不燃物・ 
粗大ごみ 

缶・びん 
ペットボトル 

新聞・チラシ 

雑紙類 

ダンボール 

古布 

19年度 

8,490 

718 

361 

983 

542 

128 

117

20年度 

8,401 

718 

352 

1,016 

533 

90 

112

増減 

▲89 

０ 

▲９ 

33 

▲９ 

▲38 

▲５ 

（単位ｔ） 
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政
策
経
営
課

◆
受
注
機
会
の
確
保
及
び
均
等
化
、

新
規
町
内
業
者
格
付
け
に
至
る
ま
で

の
期
間
の
延
長
、
指
名
停
止
と
な
る

者
の
情
報
公
開
な
ど
に
つ
い
て
、
変

更
内
容
の
説
明
を
受
け
る
。

社
会
教
育
課

◆
２
月
の
陥
没
か
ら
特
定
鉱
害
復
旧

対
象
採
択
ま
で
の
経
過
に
つ
い
て
、

ま
た
今
後
の
取
り
組
み
予
定
に
つ
い

て
報
告
。

委
員
長
　
　
中
　
市
　
和
　
博

副
委
員
長
　
　
山
　
野
　
芳
　
則

委
　
　
員
　
　
岸
　
本
　
光
　
男

委
　
　
員
　
　
犬
　
塚
　
　
　
齊

委
　
　
員
　
　
後
　
藤
　
一
　
磨

委
　
　
員
　
　
古
　
賀
　
ひ
ろ
子

総
務
課

◆
全
戸
配
布
の
「
お
知
ら
せ
」
発
送

か
ら
申
請
受
付
終
了
ま
で
の
経
過
と

今
後
の
予
定
に
つ
い
て
説
明
。
申
請

状
況
な
ど
の
報
告
を
受
け
る
。

◆
平
成
21
年
５
月
１
日
付
人
事
院
勧

告
へ
の
町
の
対
応
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
る
。

平
成
21
年
６
月
期
の
期
末
・
勤
勉

手
当
の
支
給
月
数
を
暫
定
的
に
引
き

下
げ
る
措
置
で
あ
り
、
期
末
・
勤
勉

手
当
の
支
給
基
準
日
で
あ
る
平
成
21

年
６
月
１
日
の
前
日
で
あ
る
５
月
31

日
ま
で
に
給
与
条
例
の
一
部
改
正
条

例
が
公
布
さ
れ
、
施
行
さ
れ
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
臨
時
会
に
附
議
す
る

旨
の
報
告
。

委
員
長

白
　
水
　
英
　
至

副
委
員
長

藤
　
木
　
　
　
匠

委
　
　
員

安
河
内
　
周
　
一

委
　
　
員

西
　
依
　
和
　
彦

地
域
振
興
課

◆
開
発
　
長
屋
住
宅
２
棟
・
工
場
１
棟

◆
昭
和
の
森
山
開
き
開
催
　
今
回

は
ラ
ジ
オ
中
継
を
導
入
し
、
メ
イ
ン

会
場
を
ゲ
ー
ト
前
駐
車
場
で
行
う
。

上
下
水
道
課

◆
平
成
20
年
度
供
用
開
始
の
地
区
は

障
子
岳
・
極
楽
寺
地
区
、
宇
美
東
区

の
１
部
、
三
原
区
の
１
部
、
平
成
区

の
１
部
の
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
る
。

建
設
課

◆
上
角
・
高
岸
２
号
線
安
全
対
策
工
事

◆
早
見
・
若
草
線
改
良
工
事

◆
そ
の
他
２
件

・
弥
彦
村
観
光
振
興
に
つ
い
て

・
新
潟
市
北
方
文
化
博
物
館

・
長
岡
市
与
板
歴
史
民
俗
資
料
館

弥
彦
村
は
人
口
８，

７
０
０
人

で
、
新
潟
市
の
南
側
に
位
置
す
る
。

観
光
振
興
予
算
は
、
商
工
振
興

費
１
億
６，

３
８
７
万
円
、
そ
の

う
ち
観
光
費
４，

１
９
６
万
円
。

弥
彦
観
光
協
会
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ

イ
ア
組
織
を
立
ち
上
げ
、
30
人
ほ

ど
の
登
録
が
あ
り
、
弥
彦
駅
前
に

３
人
常
駐
し
て
い
る
。

「
弥
彦
浪
漫
計
画
」
と
題
し
、

Ｐ
Ｒ
の
強
化
や
通
過
型
の
観
光
を

滞
在
型
へ
の
取
り
組
み
の
結
果
、
平

成
16
年
か
ら
年
々
増
加
し
20
年
度
は

２
４
０
万
人
超
と
な
っ
て
い
る
。

宇
美
町
に
も
宇
美
八
幡
宮
や
光

正
寺
古
墳
・
昭
和
の
森
な
ど
が
あ

る
。『
み
ど
り
豊
か
な
自
然
と
歴
史

ロ
マ
ン
溢
れ
る
う
み
』
観
光
の
夢
、

実
現
に
た
い
へ
ん
参
考
に
な
っ
た
。

人
事
院
勧
告

契
約
事
務
の
改
正

明
治
町
区
鉱
害
復
旧
事
業

定
額
給
付
金
・
子
育
て

応
援
特
別
手
当
事
業

開
発
・
ア
パ
ー
ト
急
増

水
洗
化
人
口
２
万
７，

５
１
０
人

平
成
21
年
度
発
注
予
定
工
事

視
察
研
修
報
告

▲鉱害（復旧前）陥没した広場

建
設
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会
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